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健康長寿に係るイチオシ事業 

加須市 
～ふれあいサロン事業～ 

 

(１) 取組の概要 

加須市は、「埼玉一の健康寿命のまち」の実現を目指し、高齢者の介護予防と健康寿

命の延伸を目的に、高齢者が身近な場所で仲間と交流できる通いの場（サロン）となる

「ふれあいサロン事業」を平成２４年度から市の重点事業として実施している。 

「ふれあいサロン事業」は、高齢者の閉じこもりや、認知機能、筋力低下を予防する

ため、おしゃべりや運動の機会を増やし生活機能を維持するとともに、生活の質の向上

を図っている。 

令和２年度のふれあいサロン活動は、新型コロナウイルス感染症予防対策として活動

を自粛している。自粛期間の長期化により、仲間との交流や、運動の機会が減少してい

ることから、「コロナに負けない！自分でできる介護予防」として、さまざまな媒体を

活用し、自宅でできるフレイル予防の普及啓発を行った。 

 

(２) 契機 

 骨・関節疾患は要介護認定の原因疾患の第 1 位 

   平成２４年度に事業を開始した当初から令和元年度まで、骨・関節疾患が要介護認 

定の原因となる疾患の第 1位 

 

 ふれあいサロン活動の自粛期間の長期化による、フレイル予防（心身機能の低下） 

の必要性 

   ふれあいサロン事業を所管する福祉部高齢者福祉課において「コロナに負けない！ 

自分でできる介護予防」というフレイル予防の普及啓発を実施するにあたり、部課

を横断した実施企画の提案による事業連携 

 

 高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施を行うための体制整備 

令和２年度から健康医療部健康づくり推進課に、高齢者の保健事業と介護予防の一 

  体的な実施を行う「いきいき健康長寿室」が新設 

  人員体制：常勤保健師２人（専従１人、兼務１人）、常勤事務職（１人） 

       会計年度任用職員管理栄養士１人 

 

（エ） フレイル予防の普及啓発の中止 

「いきいき健康長寿室」の医療専門職がふれあいサロンへ出向き、フレイル予防の 

普及啓発を予定していたが、サロン活動の自粛により未実施 

【実施予定ふれあいサロン数】 

  令和２年度 １８か所 
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（３）内容 

実施内容 ふれあいサロン事業 

事業概要 

歩いていける場所で、加須市独自の加須転倒無止体操（ストレッチ・筋ト

レ）や手芸、折り紙、歌、脳のトレーニングなど行いながら、おしゃべり

し、楽しく仲間づくりをする交流の場（通いの場） 

新型コロ

ナウイル

ス対策 

（１）自宅でできる介護予防の普及啓発 

①介護予防体操のテレビ放送 

 自粛期間の長期化によるフレイル予防として運動の実践ができるよう

に、加須市独自の「加須転倒無止体操」を、市民参加型の体操番組として

制作し、テレビ放送を行う。 

②「コロナに負けない！自分でできる介護予防パンフレット」の全戸配布 

・第１弾 加須転倒無止体操（６／１全戸配布） 

・第２弾 口・食生活編（７／１全戸配布） 

③加須転倒無止体操（１０分 VER.）の動画作成 

・市の公式 YouTube（世界とつながる加須チャンネル）や、埼玉県のお家

でできる運動動画へ掲載し配信中 

令和 2年度

予算 

６，５１９千円（当初） 

・介護予防サポーター謝金 １，４４０千円 

・消耗品費           ３０千円 

・ふれあいサロンマップ印刷  １９６千円 

・社協委託        ３，５９３千円 

・健康づくりサポーター派遣  ６００千円 

・会場借上料         ６６０千円 

８，５８０千円（新型コロナウイルス対策補正予算） 

参加人数 

令和元年度実績 実人数 ２，０８９人（高齢者人口の６．３％）  

※ 健康長寿延伸プランでは、2020年度末までに介護予防に資する通いの場への参

加率6%を位置づけている。 

実施体制 

（１）ふれあいサロン実施回数及び時間 月１～２回、２時間 

（２）実施場所 集会所、公共施設 

（３）従事者 介護予防サポーター、健康づくりサポーター 

高齢者相談センター職員 

（４）参加者 概ね６５歳以上の市民 

（５）内 容 加須転倒無止体操、手芸、折り紙、歌、脳のトレーニン

グ、おしゃべり 

（６）事業担当課 福祉部高齢者福祉課、 

（７）事業連携 健康医療部健康づくり推進課いきいき健康長寿室 
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 ふれあいサロン活動団体へ自粛要請のお知らせ（令和２年２月） 

   新型コロナウイルス感染症拡大防止のための、自粛要請依頼通知の送付 

 

 

 自粛期間中の参加者のフレイル予防（令和２年４月から自粛期間中） 

市内６か所の高齢者相談センターの職員による、参加者の現状把握及び相談対応 

 

 

 フレイル予防のための体操動画撮影・公開（令和２年５月） 

   加須転倒無止体操の１０分ＶＥＲ．の動画を撮影し、市の公式 YouTube（世界とつ

ながる加須チャンネル）、 

埼玉県のお家でできる運動へ掲載して 

配信中 

 

 

 

 

 

 

 

 フレイル予防のための介護予防体操のテレビ撮影、放送（令和２年６月） 

自粛期間の長期化によるフレイル予防として運動の実践ができるように、加須市独

自の「加須転倒無止体操」を市民参加型の体操番組として制作し、テレビ放送を行う。 

・放送局  テレビ埼玉 

・放送期間 令和２年６月２２日～１３週間 

・放送時間 毎週月曜日から金曜日 午後３時００分から３時０５分 

・出 演 者 地域の皆さん（全９組） 

①市立保育所の園児   ②市立小学校の児童 

        ③市立中学校の生徒   ④市内県立高校の生徒 

        ⑤老人クラブの会員家族 ⑥加須手打ちうどん会の店主等 

⑦米農家さん 

⑧加須市観光大使（第２２代ミス藤むすめ） 

⑨こいのぼりん（市のゆるキャラ） 
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  自分でできる！介護予防パンフレット第１弾の作成、全戸配布（令和２年６月） 

「コロナに負けない！自分でできる介護予防」として、フレイル予防（運動）の普

及啓発のため、加須転倒無止体操を載せたパンフレットを作成し、全戸配布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ふれあいサロンマップの作成（令和２年６月） 

市内のふれあいサロン会場を日常生活圏域別に一覧し、市内地図に会場をマッピン

グして示すマップを作成した。(毎年度更新) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自分でできる！介護予防パンフレット第２弾の作成、全戸配布（令和２年７月） 

コロナに負けない！自分でできる介護予防として、フレイル予防（口・食生活）

の普及啓発として、お口の体操や食生活等を載せたパンフレットを作成し、全戸 

配布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 介護予防サポーター会議（令和２年８月） 

新しい生活様式でのふれあいサロン活動再開に 

向け、感染防止に必要な工夫や環境の確認を行い、 

課題や対策を検討し、再開方法の見直しを行った。 
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 医療専門職によるフレイル予防の普及啓発の実施（令和２年１月～３月予定） 

保健師、管理栄養士がふれあいサロンへ出向き、フレイル予防の講話やフレイル 

チェック（指輪っか、噛む力）、アンケート（後期高齢者の 

質問票１５項目、フレイル認知度・日常生活の取組）を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３) 事業効果 

 介護予防の効果 

ふれあいサロン設置数と 

実参加者数は、年々増加し 

ている。 

【平成２４年度→令和元年度】 

①設置数   約２．３９倍 

  ②実参加者数 約２．９６倍 

 ③延参加者数 約３．６６倍 

  ④６５歳以上の通いの場参加率 

   ６．３%（令和元年度）  

 

 

 

 新規介護保険申請者の申請時年齢の変化 

  ①要支援認定者 

   男性２．９歳、女性１．０歳 

  の差が見られ、健康な期間が延 

びている。 

 

 

 ②要介護認定者 

   男性１．３歳、女性０．２歳 

  の差が見られ、健康な期間が延 

びている。 

  

 平成２４年度 令和元年度 差 

男性 ７８．６歳 ８１．５歳 ２．９歳 

女性 ８１．４歳 ８２．４歳 １．０歳 

 平成２４年度 令和元年度 差 

男性 ７８．４歳 ７９．７歳 １．３歳 

女性 ８２．０歳 ８２．２歳 ０．２歳 
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(４) 成功の要因、創意工夫した点 

 新規サロン立ち上げ終了後に自主グループ化 

   高齢者相談センター（地域包括支援センター）の圏域内でサロン設置が望ましい地 

域やニーズを把握し、市の担当者と高齢者相談センターの担当者が、サロン会場とな 

る集会所の使用について調整し会場を選定する。６か月間は高齢者相談センターが主 

に支援を行い、経過のなかで、自主化に向け参加者にサロンの効果について意識づけ

を行い、サロンの自主化を図っている。 

 

 自由参加としたこと 

   参加するサロンに名簿登録は行うが、欠席連絡は不要とし参加者の都合により自由

に参加できる。 

 

 通いやすいサロンへ参加できること 

   自治会との調整により、集会所地域外に居住する参加者でも参加可能とした。その 

ため、自宅から近い居住地外の集会所へも参加できる。 

 

 会場を地域の集会所にしたこと 

（イ）の理由から、参加者が集まりやすい。またサロンは、集会所の空き日時の活用

につながることや、光熱水費相当の借用料も支払うため、集会所の利用促進や収入に

なることから自治会に喜ばれている。 

 

 サロンに参加するだけで介護予防のＰＲ 

サロンへ参加するために家から出ることだけでも介護予防となること。体操はで

きなくても、参加者同士のおしゃべりも介護予防となること等を啓発したことで新

規参加につながった。 

 

 介護予防サポーターの養成及び会議の開催 

サロンの担い手となる介護予防サポーターの養成講座を毎年度開催している。ま

た、介護予防サポーター会議を開催し、市の方向性の共有や、サポーター同士の交

流の場を設け、サポーター活動のスキルアップや士気の継続を図っている。 

 

 シルバー人材センターとの連携 

    シルバー人材センターでは、健康づくりサポーターを養成している。サロンの担 

い手として健康づくりサポーターを活用し、高齢者の社会参加と就労の機会の確保 

につなげている。 

 

 庁内部署間の連携 

高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施の初年度に、ふれあいサロン事業を所 

   管する福祉部高齢者福祉課と、いきいき健康長寿事業（一体的実施事業）を所管す

る健康医療部健康づくり推進課いきいき健康長寿室の担当者間で円滑な連携を図

り、実施できた。  
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(５) 課題、次年度に向けて 

 介護予防の効果が見えにくい 

次年度は、国保データベース（ＫＤＢ）システムを活用し、参加者の介護データを

分析し、効果の検証を行う。 

参加者のアンケートや、フレイルチェック結果をまとめ、フレイル予防に効果的な

日常生活の取り組みを普及啓発する。 

 

 医療費抑制効果が見えにくい 

次年度では、国保データベース（ＫＤＢ）システムを活用し、参加者の医療費デー

タを分析し、効果の検証を行う。 

 

 担い手の確保 

サポーターの意見を参考にシルバー人材センターと連携し、介護予防サポーター

や、健康づくりサポーターの養成と維持につながる取組を行う。



様式１ 

8 

 

（７）健康寿命 

年度 男 順位 女 順位 

Ｈ３０ １７.４１歳 ４４位 ２０.３７歳 ４０位 

Ｈ２９ １７.３５歳 ４６位 ２０.３３歳 ３６位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


